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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院・病院病理部と一体となって病理診断、教

育、研究にあたっている。幅広い病理学のフィー

ルドをカバーするとともに、「臨床医学としての病

理学」、「最先端科学との融合による次世代病理学」

の構築を目指している。 

森田助教が三井記念病院医長として転出した。

種井助教が病理部に異動，4 月より山内博士が教

室助教として、日向博士が病理部助教として加わ

った。 

大学院博士課程では、平成 29 年度の修了者 4

名（細井、牧瀬、三角、山澤）が学位を取得した。

新年度に 7 名の新入生を迎える予定で、平成 30

年度には 23名が在籍する予定である。 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院の病理診断、剖検診断業務を支える一方、

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を行

っている。教育に関しては、M1 の病理学総論を

皮切りに、M2 系統病理学、M3 エレクティヴ・

クリニカル・クラークシップ、M4 のクリニカル

クラークシップに及ぶ医学部病理学教育、さらに

大学院教育、臨床研修医教育を担当している。 

宮園研究科長を代表者として、文部科学省「基

礎研究医養成活性化プログラム」に福島県立医科

大学、順天堂大学と連携して「福島・関東病理法

医連携プログラム『つなぐ』」を申請し、採択され

た。平成 30年度から 4年間、大学院教育の中で、

循環的地域支援型人材育成により、「死因究明を担

い、遠隔病理診断、ゲノム医学に強い病理医」を
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育てていく予定である。 

平成 28 年度末からゲノム医療研究プロジェク

トとして、がんのクリニカルシーケンシングの実

装に向け「臨床ゲノムカンファランス」を行って

いる（研究代表間野博行教授）。年度末に東大病院

が、がんゲノム医療中核拠点病院に選定され、来

年度から先進医療として実際の診療に取り入れら

れる予定である。 

平成 28年度末から日本病理学会による「AI等

の利活用を見据えた病理組織デジタル画像

（P-WSI）の収集基盤整備と病理支援システム開

発」に協力し、人工知能による病理診断補助シス

テムの開発を目指して whole slide image1000例

の症例登録を行った。また、放射線科、脳外科と

共に院内で画像登録を行う際の問題点について検

討を行った。 

 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに、東大医学部附属病院の病

理診断、剖検診断業務を支えている。「遠隔病理

診断・地域連携推進センター」を立ち上げ、デジ

タルパソロジーにより迅速診断支援も行ってい

る（佐々木センター長、病院病理部の項参照）。 

生検・手術を扱う、いわゆる病理診断（外科病

理）業務に関しては、胸部、肝臓・胆膵、泌尿器、

婦人科、乳腺、整形外科の手術症例、ならびに腎

臓、皮膚生検について、臨床各科と定期的にカン

ファランスを行っている。 

病理解剖症例については毎月 1回 2例を取り上

げ、病院 CPC を行っている。毎週月曜日に開催

している剖検症例カンファランスとともに臨床研

修医教育の場となっている。平成 22 年度から

CPCダイジェストを院内に公開し（堂本、日向助

教）、平成 25年度からは臨床研修医が自ら問題を

解決して、CPC の内容を理解できるよう、CPC 

e-learning コースを設け（池村講師）、年 1 回、

全員必修 e-learningとして実施している。 

教 育 

M1 に対する病理総論では、病理形態学的な部

分について講義、実習の一部を担っている。 

系統病理学講義、ならびに実習は、系統講義の

進行にあわせ、一週間に各 1 回、それぞれ計 19

回行っている。実習での理解を促進するため、前

半、後半に分けてハンドアウトを配布するととも

に、実習に使用する病理組織標本は、すべてバー

チャルスライドとしてホームページ上に掲載し、

閲覧できるようにしている。 

M4 のクリニカルクラークシップでは、学生 2

名単位で 1例の剖検症例をまとめる剖検病理演習、

種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演習、ならび

に病院病理部見学を行っている。 

エレクティブ・クリニカルクラークシップでは

4 名の学生が病理部を選択した。なお、フリーク

ォーターでは病理部も含め、M1 の学生 3 名を受

け入れた。 

博士課程教育では、医学共通科目「感染・免疫・

腫瘍学Ⅱ」、「腫瘍病理学概論」の講義を行ってい

る。また、医学集中実習として「神経病理・画像・

臨床連関」、「組織化学・免疫組織化学・臨床電子

顕微鏡学」を設けており、好評である。 

 

研 究 

研究の第一の柱は、「慢性炎症と腫瘍」の病態

解明であり、Epstein-Barr（EB）ウイルス関連

腫瘍（胃癌）を対象に研究を展開している（国田

助教、牛久綾講師、阿部病院講師）。本年度は、千

葉大学分子腫瘍学講座と共同で、EB ウイルス関

連胃癌にみられるエピジェネティック異常の分子

機構（文献 1、14、24）について解明を進めた。

とくに不死化胃細胞に人工的に EBウイルスを感

染させ、広範囲のメチル化異常を再現することに

成功した（文献 15）。腫瘍微小環境についても検

討を進めている（文献 27）。 

研究の第二の柱は、トランスレーショナル・リ
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サーチ病理学である。東京大学先端科学技術研究

所、医科歯科大学ゲノム病理学と共同で、癌の網

羅的ゲノム、エピゲノム、トランスクリプトーム

解析に基づき、モノクローナル抗体、組織マイク

ロアレイを用いた発現解析を行ってきた（牛久准

教授、森川准教授）。共同研究者の医科歯科大学ゲ

ノム病理学石川俊平教授、加藤洋人助教は、次世

代シーケンサーを用いた免疫ゲノム解析により、

胃癌組織におけるリンパ球の抗原受容体の全体像

を明らかした。なかでも硫酸化グリコサミノグリ

カンが主要ながん免疫抗原であることを突き止め、

ゲノム情報から抗腫瘍活性をもつヒト抗体を作り

出すことに成功した（文献 7）。 

研究の第三の柱は、従来の組織病理学的立場か

らの疾患概念、腫瘍概念の再検討である。牛久准

教授は腸型胃癌の中に胎児形質発現を特徴とする

予後の悪い一群があることを見出した（文献 35）。

この他、腫瘍においては尿管癌（文献 11、18）、

乳癌（文献 26）、胸膜中皮腫（文献 29）、膵癌（文

献 33）、肝内胆管癌（文献 17）、軟部腫瘍（文献

12）、リンパ腫（文献 16）などの研究を進めた。

一方、非腫瘍性疾患においては、デスミン心筋症

に対し、プロテオミクスを用いて病的蛋白の切片

上での分布を検討し、疾患の病態解明を試みてい

る（文献 30）。 
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